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　平成20年度の事務事業評価結果については、広報とうや湖３月号でお知らせしていますが、評価
した事業の詳しい内容は、町のホームページ及び公共施設窓口（本庁企画防災課、洞爺総合支所、洞
爺湖温泉支所）で閲覧できますのでそちらをご覧ください。
　なお、事務事業評価結果に係る意見については、公共施設窓口に備付の所定の用紙（町のホームペ
ージ（http://www.town.toyako.hokkaido.jp）からも取り出せます）に記載のうえ、郵送または持参
により提出してください。
《提出期限については、６月12日（金）【必着】までとさせていただきます。》

●職員の意識改革について　～現在の町の財政状況を踏まえ、行財政改革に向け全職員による取り
組みを進めてもらうことが重要であることから、職員の意識改革を推進されるよう強く望むものであ
る。そのためにも、職員に対する正当な評価（人事評価制度）をする仕組みを早急に導入すべきである。

●財政健全化に向けた取り組みに関して　～まずは、現在の行政経費を節約しなければならないと
思うが、むしろ町財政の構造的な問題であり、従来どおりの行政運営を続けていたのでは再建でき
ない。したがって、部分的に見直すのではなく、民間同様の手法で全部をひっくり返して、それから
１つずつ必要な部分と必要でない部分を区分けし、新たに組み立てなおす作業が必要である。

●今後のまちづくりビジョンについて　～収支バランスを図るための大幅な削減計画と併せて、町
民も頑張ることができるビジョン（まちづくりの展望）を明らかにしたうえで進めなければならない。

■平成20年度　事務事業評価結果についてのご意見をお寄せください

■行財政改革全般に対する各委員からの主な意見

　廃止する方向性が打ち出されているが、現在利用されている方々への対応につ
いて、廃止に伴い入浴できなくなる弱者を切り捨てることが無いよう代替の手立
てを検討すべきである。

　社会情勢の中で、無料化から利用者に対する応分の受益者負担とした、潮流を踏
まえる必要性がある。
　
　高齢者のバス乗車については、たとえば年間1,000円程度の「年間使用パス」を発
行するなど、ある程度の受益者負担を求めてもよいと思われる。また、生活路線バ
スなど公共交通の確保を図りながら、町内交通手段の全体的な調整の検討を図る
べきである。

　地域公共交通機関の確保の必要性を考慮し、全体的な判断により、スクールバス
の併用利用などの検討や、巡回バスを大型車から小型車へ移行して効率的な運行
を図り、運行経費の削減を図るなど、町内における巡回バスの確保に努められたい。

　町の厳しい財政状況から公営住宅の新規建設事業は休止するとの方針であるが、
老朽化が進んでいる公営住宅に係る維持費は確保しながら、入居者が生活に支障
をきたすことがないように対応すべきである。
　特に、清水団地は老朽化が著しく入居者が高齢化している状況にあることから、
修繕等について配慮すべきである。低所得者向け公営住宅の必要性も鑑み、利用者
ニーズも的確に把握し、町営住宅の運営にあたるべきである。

　現在保有する75台の公用車輌は、さらなる台数削減を図り、管理経費の削減を図
るべきである。

　他の事務事業においては、僅かな経費も削減している状況にある。現在２箇所に
分散している給食センターについては、民間同様の経営観念をもって、21年度に速
やかに統合に向けた取り組みを進めるべきである。

所管課行財政改革審議会からの意見内容事務事業名 

公衆浴場「松の湯」
管理運営事業

高齢者交通費助成事業

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

建　設　課

環　境　課

給食センター

町内巡回バス運行事業

町営住宅建設事業

公用自動車管理事業

給食センター運営事業



　厳しい財政状況の中、町では行政改革実施計画（集中改革プラン）を基に行財政改革の取り組みを進

めています。

　平成21年度に向けた行財政改革の取り組み方針については、３月号の広報紙でお知らせした事務事

業評価結果を基にして「平成21年度の改革・改善方針」としてまとめあげました。

　町では、この「平成21年度の改革・改善方針」に対する意見を行財政改革審議会に求めていましたが、

同審議会より４月21日、田中篤之助会長より長崎町長に対して「事務事業評価に基づく、平成21年度の

改革・改善方針及び今後の行財政改革のあり方に対する意見書」として提出されました。

　町は、この意見を十分に尊重しながら、今後、より一層の行財政改革に取り組みます。

　洞爺湖町の財政状況については、中期的な財政見通しの中で、依然として厳しい水準にあり、特段の対
策を用いなかった場合、数年のうちには赤字に陥る可能性がある。
　このような危機的財政状況の中では、なお一層の経常経費の節減や自主的財源確保の努力を行ってい
くことは勿論のこと、さらなる行財政改革への取り組みを推進する必要がある。
　こうした中、当審議会は、洞爺湖町行政改革実施計画により実施された事務事業評価に基づく「平成21
年度の改革・改善方針」等に対し、検討・審議し、実施の必要性とともに、今後の行財政改革のあり方につ
いても厳しい意見交換を行ったところである。その結果を別添のとおり取りまとめ、当審議会の意見と
して提言する。
　町におかれては、当審議会の総意を真摯に受け止め、今後の具体的な取り組みを推進されることを切
に望むものである。

洞爺湖町行財政改革審議会
会長　田 　 中 　 篤 之 助

洞爺湖町長　長崎良夫 様 平成21年４月21日

事務事業評価に基づく「平成21年度の改革・改善方針」及び
今後の行財政改革のあり方に対する意見書

　町長からの諮問に応じ、町の行財政改革

の推進に関する事項について、必要な調査

及び審議を行い、町長に答申し又は建議す

ること、また洞爺湖町行政改革実施計画（集

中改革プラン）の進行管理をするなど、地

方自治法で定められている附属機関です。

②
企画防災課行財政改革推進室　74-3004

意見書を長崎町長に手渡す田中篤之助会長(左)意見書を長崎町長に手渡す田中篤之助会長(左)

行財政改革審議会が「平成21年度の改革・改善方針」及び
今後の行財政改革のあり方に対する意見書を町に提出



　
　
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
西
胆
振
地
域

　
　
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
、
関

係
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

地
域
の
住
民
や
関
係
団
体
の
意
見
を

反
映
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
発
展

や
人
々
の
く
ら
し
を
主
眼
に
お
い
て

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
胆
振
地
域
全
体
が
発
展
す
る
可

能
性
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
示
す
こ
と

で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
将
来
の
ま

ち
の
姿
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
西
胆
振
地
域
の
美
し
い
自
然
環
境
、

世
界
的
に
も
有
名
な
登
別
・
洞
爺
湖

温
泉
、
ま
た
農
林
水
産
業
、
製
造
、

観
光
業
な
ど
の
多
様
な
産
業
、
こ
れ

ら
の
特
性
や
強
み
を
各
地
域
が
連
携

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
名

度
の
向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
ま
す
。

　
野
菜
・
果
物
な
ど
の
農
産
物
や
ホ

タ
テ
な
ど
の
水
産
物
、
道
内
で
も
有

数
の
製
造
業
集
積
地
域
な
ど
、
各
地

域
の
特
色
あ
る
産
業
が
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
商
品
開
発
や
消

費
の
拡
大
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
の
さ
ら
な

る
誘
致
と
観
光
産
業
の
活
性
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

　
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
ふ
る
さ

と
学
習
や
職
業
体
験
、
幅
広
い
人
材

育
成
が
可
能
な
教
育
機
関
な
ど
、
地

域
や
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
教
育
活
動
、
特
色
あ
る
専
門
教

育
の
展
開
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
各
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
移
住
促

進
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
季
節
居
住

者
、
退
職
世
代
、
現
役
世
代
な
ど
移

住
希
望
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
や
農
業
な
ど
人
材
不
足
の
分
野

で
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
や
共
同
電
算
事
務
な
ど
、

今
後
も
地
域
が
連
携
し
て
事
業
を
進

め
る
こ
と
で
、
行
財
政
の
効
率
化
が

図
ら
れ
、
住
民
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
体
制

の
充
実
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

西
い
ぶ
り
広
域
連
合

　
０
１
４
３-

59-

０
７
０
５

　
　
０
１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
ア

　
　
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
す
る

に
は
次
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。

 
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

 
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
用
意
す

る 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る（
無

料
）

　
地
デ
ジ
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
説

明
い
た
し
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
受
信
者
の
皆
様
か
ら
の
問

合
せ
に
つ
い
て
は
、「
総
務
省
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー
」（
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）に
お
い
て
一
括
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
　
　
５
７
０-

07-

０
１
０
１

■
受
付
時
間
　
平
日
　
９
時
〜
21
時
　

　
　
　
　
　
土
日
・
祝
日
　
９
時
〜

　
　
　
　
　
18
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
　
０
３-

４
３
３
４-

１
１

１
１
で
受
け
付
け
ま
す
。

西
胆
振
地
域
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン

西
胆
振
地
域
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン

地
域
の
イ
メ
ー
ジア

ッ
プ

産
業
連
携
・
新
産
業
の

創
出

広
域
教
育
の
促
進

移
住
・
定
住
の
促
進

行
財
政
の
効
率
化

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行

　テレビ調査員や工事人を名

乗って不正請求を行ったり、

郵便による振り込め詐欺（架

空請求）を行ったりする例が

発生しています。

　地上デジタル放送に関する

誤った情報や不十分な情報に

基づいて関連商品・サービス

を売りつける

悪質商法に

ご注意く

ださい。

悪徳商法に
ご注意を!!

企画防災課 　74-3004企画防災課 　74-3004



　
　
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

　
　
ア
ム
推
進
協
議
会
（
伊
達
市
、

洞
爺
湖
町
、
壮
瞥
町
、
豊
浦
町
）
で

は
、「
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」を

ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
国
内
加
盟
第
１
号
と
し

て
認
定
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
の
秋
に
も
、
そ
の
可
否

が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、

18
カ
国
57
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
未
加
盟
で
す
。

　
加
盟
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
ず

世
界
に
こ
の
洞
爺
湖
周
辺
地
域
が
ア

ピ
ー
ル
で
き
、
昨
年
の
サ
ミ
ッ
ト
に

続
き
そ
の
宣
伝
効
果
は
絶
大
な
も
の

と
な
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
審
査
基
準
を
乗
越

え
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
洞
爺
湖
有
珠
山

周
辺
の
地
域
が
、
自
然
環
境
な
ど
の

点
で
質
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

子
供
た
ち
を
は
じ
め
町
民
全
体
に
一

層
郷
土
の
誇
り
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
な
か
な
か
気
づ
か
な
い

私
達
の
郷
土
の
豊
か
さ
を
、
町
民
全

体
で
再
認
識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
が
今
後
の
町
づ
く
り
へ
と
結
実

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
世
界
遺
産
と

深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
決
定
的

に
違
う
の
は
、
世
界
遺
産
が
、
保
護

し
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
保
護
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
観
光
の
対
象
と
す

る
「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
通
じ
て
、

地
球
を
丸
ご
と
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
環

境
と
健
康
を
結
び
つ
け
た
ツ
ア
ー
な

ど
多
種
多
彩
な
ツ
ア
ー
企
画
で
、
観

光
客
を
呼
び
込
む
起
爆
剤
と
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
、
噴
火
後
減
少
し
て

い
る
修
学
旅
行
生
の
回
復
に
も
有
利

に
働
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
景
気
低
迷
の
中
、
洞
爺
湖
温
泉
へ

の
集
客
も
減
り
、
こ
の
状
況
を
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
周
辺
に
あ
る
地
域
素
材
の

組
合
せ
や
活
用
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
が
、
こ

の
洞
爺
湖
周
辺
地
域
の
優
位
性
を
、明

ら
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
こ
の
優
位
性
を
保
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
道
で
持
続
的
な

取
組
み
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
な

り
ま
す
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

が
も
た
ら
す
も
の

ジ
オ
パ
ー
ク
と世

界
遺
産

　
　
繁
美
氏
の
行
政
相
談

　
　
委
員
の
退
任
に
よ
り
、

平
成
21
年
４
月
１
日
付
け

で
、
谷
内
和
義
氏
が
新
た

に
総
務
大
臣（
鳩
山
邦
夫
）

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
る
と
と
も
に
、
近

藤
利
男
氏
も
引
き
続
き
再

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
役

所
と
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役

で
す
！

　
皆
さ
ん
か
ら
年
金
、
道

路
、
河
川
、
郵
便
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
役
所
の

業
務
に
つ
い
て
の
苦
情
、

要
望
、
意
見
を
お
聞
き
し

て
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
相
談
は
、
無
料
で
秘
密

を
守
り
ま
す
。
口
頭
、
電

話
、
手
紙
で
行
政
相
談
委

員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

▼
近
藤
利
男
氏（
洞
第
１
）

　
洞
爺
湖
町
洞
爺
町
35-

　
２

　 

82-

５
４
０
９

▼
谷
内
和
義
氏（
入
江
４

　
区
）

　
洞
爺
湖
町
入
江
１
９
０-

　
１
６
３
　

　 

76-

３
０
２
３

行政相談委員を委嘱
近藤利男氏・谷内和義氏に

－第２回－－第２回－

昭和新山と有珠山をバックに進むエスポワール昭和新山と有珠山をバックに進むエスポワール

企画防災課 　74-3004企画防災課 　74-3004



　　月25日役場防災研修ホールで、教育委員会主催の洞爺

　　湖町女性学級が「女性の生涯学習を考える」をテーマに

開催され、講演会と研修会を行いました。

　参加したのは、農協、商工会の女性部や町内の女性団体

から約20人。

　講演会では、「学習活動、団体活動の必要性」と題して札幌

国際大学准教授の佐久間章さんが講演。

　引き続き、リーダー研修会として、活動発表とワークシ

ョップな

ど実践的

な研修が

行われま

した。

　　和52年の有珠

　　山噴火で閉鎖

になった、結核療

養施設「北海道教

員保養所」の各種

資料などを常設展

示したコーナーが、

３月28日洞爺湖観

光情報センター

（旧火山科学館）、

に開設されました。

　同保養所は、洞爺湖畔に昭和18年、日本最初の教員結核療

養施設として開設。入所者らでつくっていた「ゆかりの会」

の元副会長の三瓶修さん（青葉２区）らが、当地で刻んだ30

余年の歴史をなんとしても残したいと、町や教育委員会に

協力を要請し、この日の開幕を迎えました。

　コーナーには、函館工業高校生の製作した施設の模型や

同保養所と縁のある彫刻家安田侃氏の展示品などが置かれ

ています。

　　ったいない心を大切にと昨年開かれた生活環境課主催

　　のフリーマーケットが、3月28日洞爺湖文化ホールで今

年も開催され、衣服や食器などの定番から通販の健康器具、

グッチのシューズなど、家出で眠っている多種多様な「お宝」

が出展され、多くの来場者で賑わいました。

　また会場で、工業用ウエスへの再利用として、布類・古着

の回収が行なわれ、約100�が集まりました。

　　月21日富良野スキー場で開かれた第21回全国高校選抜

　　スキー大会（主催全日本スキー連盟など）の男子スーパ

ー大回転で、虻田高校1年の横山駿太君が、高校生活での最

初のシーズンで初優勝を遂げました。

　横山君は、このスーパー大回転を得意としており、本番で

もイメージどおりの完璧なすべりで、２位に0.4秒差の圧倒

的な勝利を飾りました。

　来シーズンを見すえて、横山君は「この優勝を励みに、ほ

かの回転や大回転でも活躍できるように技術を向上したい」

と抱負を語りました。

女性リーダー研修会
研鑽を深める

もったいない心を大切に　
フリーマーケット開催

洞爺湖の歴史のひとこまを刻む
道教員保養所の資料展示コーナー開設

全国高校選抜スキー大会
横山君(虻高1年）優勝！

研鑽を深める女性リーダーら研鑽を深める女性リーダーら

完璧な滑りで優勝した横山駿太君完璧な滑りで優勝した横山駿太君

当時の施設の模型に見入る河村弘司元所長(右)ら当時の施設の模型に見入る河村弘司元所長(右)ら

にぎわいを見せたフリーマーケット会場にぎわいを見せたフリーマーケット会場



　　月３、４日町内で「第12回縄文シティサミット」が町内で開催されることになり、教育委員会では、町民の皆さんに縄

　　文時代や縄文人について知ってもらおうと５回シリーズでプレ講演会を開催しています。

　３月28日には、洞爺湖ビジターセンターで、第２回プレ講演会「縄文時代の『おくりびと』と『ひとおくり』－埋葬儀礼の

復元－」が、約70人の参加を得て開かれました。

　講師は、伊達市噴火湾文化研究所の青野知哉学芸員。

　恵庭市のカリンバ遺跡を題材に、遺跡から見つかる

「墓」の分析から、縄文人の心のあり様を探りました。

　引き続き第４回の講演会は、５月16日、13時30分か

らあぶたふれ合いセンター。第５回は６月20日同じく

ふれ合いセンターで13時30分から開かれます。

　また同日、縄文サミットへの機運を盛り上げようと

町内の縄文研究サークル「アプタフレナイの会」が、洞

爺湖文化センターで勾玉作り講座を開き、子供らは、

熱心に取組んでいました。

７月３、４日「第１2 回縄文シティサミット」開催　
プレ講演会で同サミットへの機運盛り上げる

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ット
記
念
館
オ
ー
プ
ン

当
時
の
感
動
を
後
世
に
伝
え
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海道洞爺湖サミット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の成果を後世に伝え、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光資源としても活用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていこうと「北海道洞爺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湖サミット記念館」が、３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月20日観光情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター（旧火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山科学館）３階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にオープンしま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   広さは、約1,4

                                                                                 00�で、メモリ                   

                                                                             　 アルゾーンとエ

コゾーンの２つのゾーンで構成。

　メモリアルゾーンには、首脳会議用の円卓や首脳の等身大パネル、首脳夫人との記念撮影パネルなど約60

点展示。特に長さ11ｍの22カ国参加の拡大会議で使用したテーブルは圧巻です。

　エコゾーンには、国際メディアセンターで展示された国際ショーケースなど約30点が展示されています。

　式典では、関係者約50人が出席し、長崎良夫町長が「無事にサミットを閉幕することができました。町民は

じめ多くの方に感謝します。この記念館は、サミットを後世に残すと同時に観光資源として大いに活用して

いきたい」と挨拶しました。

　来賓として挨拶した高橋はるみ知事は「当時の感動を余すところなく伝える記念館が、多くの人に親しま

れる施設として発展していくことを祈っています」と同記念館のオープンを祝福しました。

　入館料（協力金）は、大人400円。開館時間は午前９時―午後５時。休館は12月31日と元旦。

新しくオープンした北海道洞爺湖サミット記念館新しくオープンした北海道洞爺湖サミット記念館

テープカットを行う来賓者らテープカットを行う来賓者ら

熱心に講演に聞き入る来場者熱心に講演に聞き入る来場者
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成
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４
月
か
ら
し
尿
く
み
取
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変
わ
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し
た
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■
現
金
の
場
合

　
い
ま
ま
で
の
取
り
扱
い
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。
く
み
取
り
時
に
委
託
業
者

に
直
接
お
支
払
い
し
て
く
だ
さ
い
。

現
金
領
収
書
を
そ
の
場
で
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

■
後
納
の
場
合

　
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。
留
守

な
ど
の
と
き
は
、
く
み
取
り
時
に
「
し

尿
く
み
取
り
通
知
書
」
が
配
布
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
通
知
書
で
は
料
金
の

納
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
日
、
納
入

通
知
書
が
伊
達
市
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
入
通
知
記
載
の
金
融
機

関
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
納
付

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
く
み
取
り
料
金
の
未
納
が
あ
る
場

合
は
、
未
納
分
の
料
金
の
お
支
払
い

を
い
た
だ
い
た
後
の
く
み
取
り
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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　平成20年中の自転車が関係する交通事故の発生件数

は162,525件で、全交通事故発生件数の21.2％を占めて

います。

　自転車側の主な法令違反をみますと、安全不確認が

最も多く、次いで通行方法、一時不停止、信号無視、

交差点安全進行違反となっています。

■自転車も車両です!一人一人が
　交通ルールとマナーを守ってください!!

●信号を守ること。
●夕暮れどきからライトを点灯すること。
●反射材をつけ、自分の存在をアピールすること。
●交差点では必ず止まって安全を確認すること。
●二人乗りや携帯電話をしての運転はしないこと。
●飲酒運転は厳禁！
●自転車通行可の歩道を通行するときは歩行者が優先！

く
み
取
り
料
金
に

つ
い
て（
納
入
方
法
）

住民課交通防犯係　74-3002



　
　
爺
湖
町
で
は
、
２
０
０
０
年
の

　
　
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
地
殻
変
動

な
ど
の
影
響
を
受
け
た
地
区
の
土
地

の
境
界
及
び
面
積
を
正
し
く
把
握
す

る
た
め
、
平
成
16
年
度
よ
り
地
籍
再

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
に
お

い
て
も
引
き
続
き
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
調
査
期
間
は
１
地
区
３
年
で
実
施

し
て
お
り
、
平
成
16
年
度
調
査
開
始

地
区
は
既
に
完
了
し
、
平
成
17
年
度

調
査
開
始
地
区
の
高
砂
町
、
入
江
及

び
泉
の
各
一
部
地
区
に
お
い
て
は
、

国
の
認
証
を
受
け
て
、
平
成
21
年
３

月
に
法
務
局
の
登
録
事
務
が
完
了
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
調
査
に
当
た
り
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
尚
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
課
、
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
、

地
籍
調
査
担
当（
　
74-

３
０
１
２
）ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
残
り
の
地
区
の
調
査
年
度
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

　
で
入
江
及
び
泉
の
各
一
部
の
地
区

●
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

　
で
三
豊
及
び
泉
の
各
一
部
の
地
区

　

今年度も地籍の
調査を実施
します
対象地区：入江・三豊・泉地区の各一部

洞
爺
湖
町
地
籍
調
査
年
度
計
画

平成21年度

巡回児童相談開催
　平成21年度の「北海道室蘭

児童相談所」による巡回児童

相談が、洞爺湖町役場内相談

室で実施されます。

■日時 第１回 ８月４日（火）

　　　 第２回 11月10日（火）

■会場 役場内相談室（都合に 

       より変更あり）

■申込み 希望日の３週間前ま

　　　 でに予約　

健康福祉課　 74-3001

◆狂犬病予防注射日程表(虻田地区) 狂犬病予防注射と登録
　狂犬病予防集合注射を左

記の日程で行いますので、

最寄の会場へお越しくださ

い。登録済みの方は案内は

がきを持参ください。

◆料金（１頭につき）

登録料3,000円／予防注射

3,040円（つり銭のいらない

よう、用意ください）

◆会場に来られない方には、

出張回診をしますので、６

月５日までに連絡ください。

別途1,000円の負担になり

ます

■問合せ先

　環境課　 74‐3006

６月６日(土) ６月７日(日)

花和農協支所前

月浦集会所前

珍小島駐車場

旭 ホ テ ル

温泉地区出張

泉公営住宅公園

ヤスコ美容室横

9時00分～9時15分

9時30分～9時50分

10時00分～10時15分

10時25分～10時50分

11時00分～11時30分

11時30分～12時00分

13時00分～13時30分

13時40分～14時10分

14時20分～14時50分

9時00分～9時40分

9時50分～10時10分

10時20分～10時50分

11時00分～11時20分

11時30分～12時00分

13時00分～13時30分

13時40分～14時10分

14時10分～

役 場 庁 舎 前

清水集会所前

ふれあいセンター前

高 砂 広 場

虻田コミセン前

本庁地区出張

洞爺湖文化セン
ター前

４区でんでん広
場前

文化交流会館
(旧消防)

セブンイレブン
入江店前

平成19年度～
平成21年度

平成18年度～
平成20年度



　
　
水
友
愛
の
里
の
周
辺
の
雪
も
す

　
　
っ
か
り
な
く
な
り
、
春
ら
し
い

陽
射
し
に
包
ま
れ
た
日
が
続
い
て
い

る
今
日
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
穏
の
中
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
当
法
人
・
施
設

に
対
し
、
ご
理
解
・
ご
支
援
い
た
だ

い
て
い
ま
す
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
あ
ぶ
た
福
祉
会
が
洞
爺
湖

町
内
に
て
施
設
経
営
す
る
清
水
友
愛

の
里
を
は
じ
め
通
産
授
産
あ
す
な
ろ

に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
新
事
業

体
系
へ
と
移
行
い
た
し
ま
し
た
。（
図

表
参
照
）

　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、

３
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
知
的
障
害
・
精
神
障
害
・

身
体
障
害
３
障
害
の
一
元
化
、
利
用

者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ
の
再
編
、

就
労
支
援
の
強
化
、
支
給
決
定
の
客

観
的
基
準
の
導
入
、
国
の
費
用
負
担

の
義
務
的
経
費
化
な
ど
、
障
害
者
の

地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
施
行
以
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
り
、
法
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
の
『
特
別
対
策
』
や
抜
本
的
な
見

直
し
に
向
け
た
「
緊
急
措
置
」
に
お

い
て
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
措
置
、

事
業
者
（
施
設
な
ど
）
に
対
す
る
激

変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
法
人
に
お
い
て

は
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
経
過
措

置
期
間
内
に
法
人
が
行
う
全
て
の
事

業
を
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

事
業
体
系
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
、
模
索
・

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平

成
19
年
度
に
移
行
計
画
を
策
定
し
、

生
活
・
日
中
活
動
支
援
体
制
の
見
直

し
、
就
労
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た

め
の
設
備
整
理
な
ど
移
行
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し
、
移
行

の
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
同
法
の
附
則
で
は
、
施
行
後
３
年

を
目
途
と
し
て
法
律
の
規
定
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
（
見
直
し
）
を
講

じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
こ

の
法
律
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
・
課

題
が
整
理
さ
れ
、
障
害
者
の
自
立
支

援
に
向
け
て
よ
り
良
い
制
度
へ
と
改

善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
前
述
の

と
お
り
、
法
人
が
設
置
経
営
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
４
月
新
事

業
体
系
へ
移
行
す
る
こ
と
と
い
た
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
般
、
そ
の
見
直
し
に
関
す
る
法

律
・
制
度
の
改
正
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
の
額
（
報
酬
）
の
改
定

な
ど
の
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
少
々

期
待
し
て
い
た
内
容
と
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
今
後
も
障
害
者
自
立
支
援

法
の
さ
ら
な
る
検
証
が
行
わ
れ
、
よ

り
良
い
制

度
と
な
る

こ
と
を
期

待
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
あ
た
っ
て
は
、
新

事
業
体
系
移
行
の
初
年
度
で
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
支
援
の
向
上
を
第
一

に
あ
ぶ
た
福
祉
会
全
体
が
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
理

解
・
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
19
号

新
事
業
体
系
へ

■(

図
表)

新
事
業
体
系

居
住
の
場

日
中
活
動
の
場

障害者支援施設　清水友愛の里
障害者支援施設　清水友愛の里

一体型ＣＨ・ＧＨ

施設入所定員
50名

地域サポートセンター
「ふれんど」53名

「ひまわり荘」 「友愛荘」

「やまばと荘」 「あさひ荘」

「ひばり荘」

「大家荘」

在宅８名 単身住宅
１名

「きさらぎ荘」 「かすみ荘」

「いぶき荘」「第２あさひ荘」

「つばき荘」

相談支援センター

デイセンターいちばんぼしデイセンターあすなろ

地域サポートセンターふれんど

洞爺湖町地域
活動支援センター
洞爺湖町地域
活動支援センター

障害者支援施設
施設入所支援　定員50名
生活介護　　　定員50名
就労継続支援　定員10名
短期入所　　　定員２名

障害福祉サービス事業(多機能型)

生活介護　　　　定員10名
就労継続支援Ｂ　定員10名

障害福祉サービス事業(多機能型)

生活介護　　　　定員７名
就労継続支援Ｂ　定員18名

地域生活者に対する
支援全般

社
会
福
祉
法
人
あ
ぶ
た
福
祉
会

事
務
局
長
　
上
埜
二
郎

(

清
水
友
愛
の
里
施
設
長)



　
　
費
期
限
　
品
質
が
急
速
に
劣
化

　
　
し
や
す
い
食
品
（
弁
当
、
生
菓

子
な
ど
）
に
年
月
日
で
表
示
さ
れ
ま

す
。
期
限
内
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
賞
味
期
限
　
劣
化
速
度
が
比
較
的

緩
や
か
な
食
品
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　
消
費
期
限
と
違
っ
て
十
分
ゆ
と
り

を
も
っ
て
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

賞
味
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
で
も
、
臭

い
や
味
を
確
か
め
て
、
な
る
べ
く
無

駄
な
く
使
い
切

り
ま
し
ょ
う
。

　
ヒ
ジ
キ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
分

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
黄
褐
色
の

海
藻
で
す
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
太
平
洋

側
に
分
布
し
、
特
に
千
葉
・
三
重
・

長
崎
の
も
の
が
有
名
で
す
。
３
〜
４

月
頃
に
刈
り
取
っ
た
ヒ
ジ
キ
を
茹
で
、

天
日
乾
燥
す
る
と
灰
黒
色
の
干
し
ヒ

ジ
キ
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
小

枝
の
み
の
茎
ヒ
ジ
キ
と
茎
の
長
い
部

分
も
入
っ
た
な
が
ヒ
ジ
キ
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
煮
物
に
す
る
こ
と
が
多
く
、

水
や
ぬ
る
ま
湯
で
戻
し
て
か
ら
使
用

し
ま
す
。

　
味
も
香
り
も
淡
白
で
、
大
豆
製
品

や
肉
、
魚
介
類
と
一
緒
に
食
べ
る
と

お
勧
め
で
す
。

　
栄
養
も
豊
富
で
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄

分
は
群
を
抜
き
、
他
に
も
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
も
多
く
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
も
取
り
入
れ
た

い
食
材
で
す
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　
　
74-

３
０
０
５

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

食
品
の
日
付
表
示

ヒ
ジ
キ
で
生
活
習
慣
病
予
防

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

　洞爺湖温泉を花飾りで彩り、おもてなしの心で観光客を
歓迎しましょう。
　洞爺湖温泉街の街灯に飾る『ハンキングバスケット』を私
達の手で制作するため、バスに乗って恵庭のサンガーデン
に行くバスツアーです。
■期　日　５月26日（火）・27日（水）
■行　程　
●洞爺湖町役場前発8:00／洞爺湖温泉観光情報センター前
　8:15／恵庭（サンガーデン）着10:15
●恵庭発15:30／洞爺湖温泉観光情報センター前17:30／洞
　爺湖町役場前17:45
■参加料　1,000円（バス代、飲み物代）
　※まちに飾る以外に、個人のバスケットを作成したい方
　　は別途2,500円～3,000円程度の費用がかかります。
■申込み　５月19日（火）まで

　洞爺湖温泉を花飾りで彩り、おもてなしの心で観光客を
歓迎しましょう。
　洞爺湖温泉街の街灯に飾る『ハンキングバスケット』を私
達の手で制作するため、バスに乗って恵庭のサンガーデン
に行くバスツアーです。
■期　日　５月26日（火）・27日（水）
■行　程　
●洞爺湖町役場前発8:00／洞爺湖温泉観光情報センター前
　8:15／恵庭（サンガーデン）着10:15
●恵庭発15:30／洞爺湖温泉観光情報センター前17:30／洞
　爺湖町役場前17:45
■参加料　1,000円（バス代、飲み物代）
　※まちに飾る以外に、個人のバスケットを作成したい方
　　は別途2,500円～3,000円程度の費用がかかります。
■申込み　５月19日（火）まで

◆５月24日は、洞爺湖マラソンが開催されていますので、午前６時
から午後２時まで開設しています。

とうや湖観光朝市とうや湖観光朝市
花でおもてなし!!
『恵庭～サンガーデン～バスツアー』開催!!

　支笏・洞爺国立公園は、昭和24年５月16日、国立公園に指定されました。今年で60年を迎えることになりま
す。環境省北海道地方環境事務所では、60周年を記念して今後洞爺湖でも記念事業を行い、支笏洞爺国立公
園の優れた自然環境を改めてアピールしていく計画です。

　昨年に引き続き今年も「とうや湖観光朝市」を開設します。

観光客はもとより町内の皆さん方に、洞爺湖町の産物や洞

爺湖周辺の特産物を新鮮でかつ格安に提供いたしますので、

昨年同様ご利用くださいますようお知らせいたします。

■開 設 日　５月17日（日）～９月27日（日）毎週日曜日
■会　　場　洞爺湖遊歩道　駅前桟橋前
■開設時間　午前６時～午前８時
■アクセス　
バス（行き　洞爺駅7:28～洞爺湖温泉7：45）
　　（帰り　洞爺湖温泉8：57～洞爺駅9：16）
■問 合 せ とうや湖観光朝市協議会
           岡崎  75-3575   

　昨年に引き続き今年も「とうや湖観光朝市」を開設します。

観光客はもとより町内の皆さん方に、洞爺湖町の産物や洞

爺湖周辺の特産物を新鮮でかつ格安に提供いたしますので、

昨年同様ご利用くださいますようお知らせいたします。

■開 設 日　５月17日（日）～９月27日（日）毎週日曜日
■会　　場　洞爺湖遊歩道　駅前桟橋前
■開設時間　午前６時～午前８時
■アクセス　
バス（行き　洞爺駅7:28～洞爺湖温泉7：45）
　　（帰り　洞爺湖温泉8：57～洞爺駅9：16）
■問 合 せ とうや湖観光朝市協議会
           岡崎  75-3575   

洞爺湖町花と緑の町づくり推進委員会事務局
観光振興課内　田仁   75-4400／FAX75-4704



社会教育です社会教育です

＜一　般＞▽暴雪圏（佐々木譲）▽直江兼継のすべて（花

ケ前盛明）▽望郷の道＜上・下＞（北方謙三）▽イザベラ・

バードの日本紀行（イザベラ・バード）▽帝国ホテル

流おもてなしの心（小池幸子）▽日本古代を学ぶ（大

津透）▽暮しの考古学＜全４＞（小野正文他）

精霊の王・芸術人類学（中沢新一）▽水の風景（山折哲

夫他）▽縄文のメドウーサ（田中基）▽日本の伝統（岡

本太郎）▽温泉と健康（阿岸祐幸）▽火山爆発に迫る（井

田善明）

■みずうみ読書の家 　75-4702

　　海道家庭教育サポート企業と

　　して、社会福祉法人幸清会と

社会福祉法人大滝福祉会が、北海

道教育委員会から認定され、３月

30日、北海道教育庁胆振教育局長

菅野滋氏と両福祉法人理事長の大

久保幸積氏との間で、制度協定締

結が交わされました。

　この制度は、家庭教育を支援す

るための職場づくりに取り組む企

業などと北海道教育委員会が協定

を交わし家庭教育の推進を図る制

度で、企業などの取り組みとしては、

職場の子育て環境づくり、職場見

学や職場体験の実施、地域行事へ

の協力・支援・学校行事への参加促進、

生活リズム向上の取り組み、「道民

家族の日」などの普及を行うこと

が内容となっています。

　皆さんは「道民家庭の日」ってご

存知ですか?

　北海道青少年育成協会では、毎

月第３日曜日を「道民家庭の日」と

定め、家族そろって食事を共にす

るなど家庭団らんする機会を持ち、

その絆を確かなものにする日とし

て提唱し、明るい家庭づくり運動

を推進しています。

　

　この制度は、18歳未満のお子様

連れの家族が、毎月第３日曜日に「家

族ふれあい協賛店・施設」を訪れた

際に、優待券を提出すると料金の

割引などのサービスが受けられる

ものです。協賛店・施設は、ホテル・

旅館・ファミリーレストラン、博物館・

水族館・美術館、リゾート・テーマ

パーク・遊園地、ボウリング場など

全道150カ所以上あります。

■問合せ　財団法人北海道青少年

　育成協会　011-231-6451／教育

　委員会社会教育課　74-3010

※優待券付きパンフレットを、社

会教育課、温泉支所、洞爺総合支所、

母と子の館に置いています。ホー

ムページからもダウンロードでき

コピーでも有効ですのでご活用く

ださい。

■特典がいっぱい！『家族ふれあい優
　待制度』を利用しましょう

■広げよう毎月第3日曜日
　「道民家庭の日」

読書の家
５月の休館日 14日・21日・28日・6月4日

〈開館時間〉
午前10時より午後４時20分まで
（※毎木曜日・祝祭日休館）

社会福祉法人幸清会

社会福祉法人大滝福祉会

北海道家庭教育サポ

ート企業に認定



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

8 9

6/1 2 3 4 5 6 7

５月のイベントカレンダー５月のイベントカレンダー(5月10 日～6月9日)

・洞爺地区健康
相談（総）10:00～
・ポリオ（さわや
か）受付13:20～

・洞爺地区健康相
談（総）10:00～
・親子ふれあい遊
び（健）10:00～

・噴石ビンゴ(ビ)
10:00～
・縄文プレ講演会
第4回(合)
13:30～

・スポーツ吹き矢
とスポレック(体)
9:00～
・とうや湖朝市オ
ープン～9月27日
まで(毎週日曜)

・洞爺地区健康相
談（総）10:00～

・洞爺地区健康相
談（総）10:00～

・1歳6カ月・3歳児
健診（健）12:45～

・洞爺地区健康相
談（総）10:00～

・献血（虻田地区） ・保育所開放（本）
10:00～
・洞爺地区健康相
談（総）10:00～

・特設人権・困り
ごと相談所（愛）
(合）10：00～

・乳児健診（愛）受
付13:30～

・草木染に挑戦
(財)14:00～

・洞爺地区健康相
談（総）10:00～
・保育所開放（本）
10:00～
・健康づくりウオ
ーキング会フッ
トパス散策（健）
10:00～

・フッ素塗布（愛）
13:00～

・保育所開放（本）
10:00～

・2009洞爺湖マラ
ソン

・健＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・本＝本町保育所　76-2673/・ビ＝ビジ
ターセンター　75-2555/・財=洞爺財田自然体験ハウス　82-5999/・体＝あぶた体育館　76-4641・愛＝洞爺ふれ愛セ
ンター　87-2727/・合＝あぶたふれ合いセンター　76-2046

・健＝健康福祉センターさわやか　76-4006/・総＝洞爺総合支所　82-5111/・本＝本町保育所　76-2673/・ビ＝ビジ
ターセンター　75-2555/・財=洞爺財田自然体験ハウス　82-5999/・体＝あぶた体育館　76-4641・愛＝洞爺ふれ愛セ
ンター　87-2727/・合＝あぶたふれ合いセンター　76-2046

 ４月に入って、建物や野火、山林などの火災が、町内
で11件（４月27日現在）発生し、異常な事態となってい
ます。火の取扱いには十分注意し、火災を起こさない
ようにしましょう。



　
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。
し
か

し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会
問
題
に

な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う
な
問
題
も

含
め
て
年
金
制
度
全
体
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
近
で
大
切

な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
16
日（
火
）午
前
10

　
　
　
　
　
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

　
　
　
　
　
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
　
３
０

　
　
　
　
　
２
号
会
議
室

※
年
金
手
帳
な
ど
ご
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係
　

　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
２

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
の
誤
り
や
申
告
漏
れ
な
ど
、
申

告
内
容
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
り
、う
っ
か
り
確
定
申
告
書
の
提

出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
税
額
を
多
く
申
告
し
た
こ
と
に
気

づ
い
た
と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」を

し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
こ
と
に

気
づ
い
た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」を
し

て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
申
告
を
忘
れ
て
い

た
と
き
は
、
速
や
か
に
確
定
申
告（「
期

限
後
申
告
」と
い
い
ま
す
）を
し
て
く

だ
さ
い
。
　

　
な
お
、
修
正
申
告
や
期
限
後
申
告

を
す
る
と
、
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る

場
合
や
延
滞
税
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
室
蘭
税
務
署
　
０
１
４

　
３-

22-

４
１
５
１

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
（
使
用
）
者
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
道
税
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
７
日
に
全

道
一
斉
に
発
送
し
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

胆
振
支
庁
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
、
コ
ン

ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
の
お
支
払

い
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
　
胆
振
支
庁
課
税
課
自
動

　
　
　
　
　
車
税
係
　
０
１
４
３-

　
　
　
　
　
24-

９
５
８
１

■
日
　
時
　
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
　
場
　
 
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
 
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

■
問
合
せ
　
室
蘭
人
権
擁
護
委
員
協

　
　
　
　
　
議
会
事
務
局
（
　
０
１

　
　
　
　
　
４
３-

22-

５
１
１
１
）

■
日
　
時
　
６
月
26
日（
金
）午
後
３

informationinformation

お
知
ら
せ

年
金
事
務
相
談
所
開
設

の
ご
案
内

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

今
年
の
自
動
車
税
の

納
期
限
は
６
月
１
日
で
す

故平岡　茂さん
■３月12日死去
■93歳■遺族は茂
樹さん■清水区

故山崎弘子さん
■３月21日死去
■67歳■遺族は利
春さん■虻６区

心
か
ら
お
く
や
み申

し
あ
げ
ま
す

最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、

故
人
の
み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故伊藤貞雄さん
■３月17日死去
■74歳■遺族は可
知位さん■虻４区

故稲垣辰夫さん
■３月３日死去
■86歳■遺族は守
茂さん■入１区

故関　ヨシエさん
■３月26日死去
■89歳■遺族は芳
朗さん■入３区

故三島みさをさん
■３月18日死去
■81歳■遺族は芳
男さん■虻４区

故石井ノリさん
■３月25日死去
■81歳■遺族は鳴海
昌江さん■虻５区

故赤川リヨさん
■３月16日死去
■101歳■遺族は
龍磨さん■虻４区

故唯木　悟さん
■３月14日死去
■75歳■遺族はア
イ子さん■洞第３

故邊見信廣さん
■３月17日死去
■80歳■遺族はひ
ろよさん■入４区

故辻　アキ子さん
■３月10日死去
■70歳■遺族は善
二さん■泉区

特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所

『
町
民
健
康
教
室
』の

お
知
ら
せ



　
　
　
　
　
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

　
　
　
　
　
分
（
入
場
　
無
料
）

■
場
　
所
　
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

■
演
　
題
「
骨
骨
（
コ
ツ
コ
ツ
）
教

　
　
　
　
　
室
〜
骨
ま
で
愛
し
て
　

　
　
　
　
　
骨
そ
し
ょ
う
症
な
ん
て

　
　
　
　
　
怖
く
な
い
〜
」

■
講
演
者
　
医
療
法
人
　
暁
星
会
　

　
　
　
　
　
三
財
病
院
整
形
外
科
部

　
　
　
　
　
長
　
松
本
英
裕
先
生

■
問
合
せ
　
洞
爺
温
泉
病
院
　

　
　
　
　
　
総
務
課
　
87-

２
３
１

　
　
　
　
　
１

■
日
　
時
　
５
月
21
日（
木
）午
後
６

　
　
　
　
　
時
〜
午
後
７
時
30
分（
開

　
　
　
　
　
場
午
後
５
時
30
分
）

■
場
　
所
　
室
蘭
市
日
の
出
町
１
丁

　
　
　
　
　
目
18
番
29
号
　
室
蘭
地

　
　
　
　
　
方
裁
判
所
　
室
蘭
支
部

■
内
　
容
　
広
報
用
映
画
上
映
、
評

　
　
　
　
　
議
体
験
、
質
疑
応
答

■
募
集
人
員
　
約
40
名

■
申
込
み
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

　
　
　
　
　
支
部
庶
務
課
　
０
１
４

　
　
　
　
　
３-

44-

６
７
３
３
　
　

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
４
３-

47-

　
　
　
　
　
６
３
６
７

■
主
　
催
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭

　
　
　
　
　
支
部

■
日
　
時
　
６
月
７
日（
日
）午
前
８

　
　
　
　
　
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　
所
　
東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳

　
　
　
　
　
市
祝
梅
１
０
１
６
）

　
※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト

　
ル
バ
ス
運
行
し
ま
す
。

■
内
　
容
　
日
本
最
大
の
戦
車
パ
レ

　
　
　
　
　
ー
ド
、
模
擬
戦
闘
訓
練

　
　
　
　
　
な
ど

■
問
合
せ
　
第
７
師
団
司
令
部
総
務

　
　
　
　
　
課
広
報
渉
外
班
（
　
０

　
　
　
　
　
１
２
３-

23-

５
１
３
１

　
　
　
　
　
内
線
２
２
４
７
）

　
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

排
出
基
準
値
は
、
０
・
１
ナ
ノ
グ
ラ

ム
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
測
定
結

果
は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
】

２
号
炉

■
測 

定 

日
　
平
成
20
年
12
月
25
日

■
測
定
結
果
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
０
・

　
０
０
４
９

　
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、
10
億
分
の
１
グ

　
ラ
ム

■
詳
細
　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
　
　

　
　
０
１
４
３-

59-

０
７
０
５

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
附
物
品

▼
西
郷
勝
昭
さ
ん
（
虻
１
区
）
は
10

万
円

▼
佐
々
木
勝
敏
さ
ん
（
清
水
区
）
は

１
万
２
千
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
虻
田
衛
生
協
会
は
７
２
４
円

〈
寄
附
物
品
〉

▼
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん（
虻
１
区
）／
▼
銀

嶺
ク
ラ
ブ
／
▼
青
葉
長
生
会

　
伊
藤
フ
ミ
エ
さ
ん
（
温
２
区
）
が
、

４
月
16
日
の
誕
生
日
で
１
０
０
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
お
祝
い

金
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

創
隊
54
周
年
記
念
行
事

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の

排
ガ
ス
（
煙
突
）
測
定
結
果

寄

付

１
０
０
歳

お
め
で
と
う

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　平成20年度分（平成20年度4月1日～平成21年度3月31日）の閲
覧状況を次のとおり公表します。

有限会社
地域情報研究所
代表取締役
秋林人士

北海道胆振保健
福祉事務所
胆振保健福祉部
長

株式会社
ビデオリサーチ
代表取締役
木村武彦

平成20年度「道民意識調
査1アンケート」のため
対象者抽出
【委託者　道知事室広報
広聴課広聴グループ】

平成20年「国民健康・栄
養調査」のため対象者抽
出
【委託者　厚生労働省健
康局長】

2009年「全国たばこ喫煙
者率調査」のため対象者
抽出
【委託者　日本たばこ産
業株式会社】

平成20年
8月28日

平成20年
9月18日

平成20年
12月18日

高砂地区満
20歳以上の
住民11件

洞爺町地区
満20歳以上
の住民24件

高砂地区満
20歳から90
歳の住民20
件

閲覧申出者 利用目的の概要 閲覧日 閲覧した住民の範囲

長崎町長と笑顔で握手をかわす伊藤フミエさん長崎町長と笑顔で握手をかわす伊藤フミエさん

海上自衛隊
技術海上幹部

航空自衛隊
技術航空幹部

海上自衛隊
技術海漕

航空自衛隊
技術空曹

一般曹候補生

〒050-0083　防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所（室蘭市東
町2丁目21-12　石井ビル1階）　0143-44-9533または役場総務課　74-3000

問合せ・申込み

大卒38歳未満の者
（ただし指定の専攻学
科を卒業し、2年以上
その技術業務経験の
ある者）
※専攻学科等の種目
につきましては、下記
にお問合せください

ア　免許の部
平成21年4月1日現在、
20歳以上で国家免許
資格などを有する者
イ 大学・短大・高専卒
の部（海上自衛隊のみ）
平成22年4月1日現在、
20歳以上で工学系の
大学、短大、高専卒業以
上の学歴を有する者
※詳しくは下記にお
問合せください

18歳以上27歳未満の方

平成21年5月7日
～5月22日まで

平成21年5月7日
～5月22日まで

試験期日
7月6日（月）

試験期日
7月3日（金）

平成21年4月1日
～5月12日まで
（受付中）

1次試験　5月
23日
2次試験　6月
24日～29日

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

自 衛 官 募 集

裁
判
員
セ
ミ
ナ
ー
室
蘭

■問合せ　住民課戸籍年金係　74-3002



広
報
と
う
や
湖
発
行
日
　
平
成
21
年
５
月
11
日

通
巻
／
第
38
号

寺嶋　楓太くん
      　　　　(ふうた)　 　 

政明さん・真理子さん
２月28日生　大原

山口　晃平くん
      　　　　(こうへい)　 　 

亮平さん・綾乃さん
２月27日生　虻３区

佐藤　颯佑くん
      　　　　(そうすけ)　 　 

智治さん・容子さん
２月18日生　温３区

市川　妃莉ちゃん
      　　　　(ひまり)　 　 

亮司さん・優子さん
２月９日生　入１区

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は｢早く大きくな～れ｣と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。
その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？　

　

こん
にちは赤ちゃん

人口と世帯の動き(平成21年3月31日現在)　男…4,908人(△45)　女…5,577人(△57)　計…10,485人　世帯…5,199世帯(△7)

広告




